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市政を問う！ 一 般 質 問

仕
事
ぶ
り
や
能
力
が
適
正
に
評
価

さ
れ
意
欲
を
も
っ
て
働
け
る
よ
う

正
規
・
非
正
規
雇
用
の
不
合
理
な
待
遇

差
を
解
消
す
る
動
き
が
進
ん
で
い
る
。

現
在
の
本
市
の
雇
用
状
況
は
。

職
員
の
雇
用
形
態
ご
と
の
人
員
構

成
比
率
は
、一
般
職
員
63
・
5
％
、

嘱
託
職
員
11
・
6
％
、
臨
時
的
任
用
職

員
24
・
9
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
賃
金
支
給
基
準
は
、一
般
職
員
が
「
都

留
市
職
員
給
与
条
例
」
に
よ
る
給
与
の

支
給
、
嘱
託
職
員
は
「
都
留
市
非
常
勤

嘱
託
員
取
扱
要
綱
」
に
よ
る
月
額
支
給

と
な
っ
て
お
り
、
臨
時
的
任
用
職
員
に

つ
い
て
は
、「
都
留
市
臨
時
職
員
取
扱

要
綱
」
に
よ
る
日
額
で
の
支
給
と
な
っ

て
い
る
。

平
成
29
年
５
月
「
地
方
公
務
員
法

及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
案
」
が
成
立
し
た
が
こ
の
法
案

の
改
正
点
は
何
か
。

従
来
の
特
別
職
非
常
勤
職
員
及
び

臨
時
的
任
用
職
員
の
任
用
要
件
の

厳
格
化
を
行
い
、
必
要
な
職
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
創
設
す
る
「
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
」
へ
の
移
行
を
進
め
、
併

せ
て
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

は
、
期
末
手
当
の
支
給
を
可
能
と
す
る

も
の
で
、
平
成
32
年
4
月
1
日
か
ら
施

行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

企
業
立
地
支
援
の
内
容
は
。

企
業
立
地
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
り
、

本
市
の
産
業
の
発
展
及
び
市
民
生
活
の

向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
3
つ
の
支
援
策
が

あ
る
。

　
ま
ず
、
投
下
固
定
資
産
に
係
る
支
援

金
の
交
付
。
指
定
事
業
所
の
投
下
固
定

資
産
に
賦
課
し
、
か
つ
、
徴
収
し
た
固

定
資
産
税
相
当
額
を
、
新
設
の
場
合
は

5
年
間
、
増
設
の
場
合
は
3
年
間
交
付

す
る
も
の
。

　
次
に
、
給
水
に
係
る
支
援
金
の
交
付
。

2
か
月
間
の
使
用
水
量
が
、
1
千

2
0
0
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
と

き
は
、
そ
の
使
用
に
係
る
料
金
と
し
て
、

納
付
し
た
額
の
範
囲
内
で
支
援
金
を
交

付
す
る
。

　
支
援
の
期
間
や
支
援
額
は
、
初
年
度

か
ら
3
年
間
は
1
0
0
分
の
75
を
、
4

年
目
か
ら
3
年
間
は
1
0
0
分
の
50

を
、
7
年
目
か
ら
3
年
間
は
1
0
0
分

の
20
の
割
合
を
、
納
付
し
た
額
に
乗
じ

て
得
た
額
を
支
援
金
と
し
て
交
付
す
る

も
の
。

　
最
後
に
、
正
規
雇
用
に
係
る
支
援
金

の
交
付
。
適
用
要
件
に
該
当
す
る
事
業

所
は
、
適
用
基
準
に
か
か
わ
ら
ず
、
都

留
市
に
住
民
票
を
有
す
る
者
で
、
高
等

学
校
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
歴
で
卒
業

し
て
か
ら
3
年
以
上
の
者
を
、
3
年
間

継
続
し
て
正
規
雇
用
し
た
場
合
は
、
1

企
業
に
つ
き
2
0
0
万
円
を
上
限
と

し
、
被
雇
用
者
1
人
当
た
り
2
0
万
円
、

年
間
10
人
を
限
度
と
し
て
支
援
金
を
交

付
す
る
も
の
で
あ
る
。

奥秋　保  議員

問答

問問 答
本
市
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

は
。

平
成
29
年
3
月
12
日
か
ら
改
正
道

路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
、
普
通
自

動
車
免
許
の
新
規
取
得
者
は
、
車
両
総

重
量
3
・
5
ト
ン
以
上
の
消
防
ポ
ン
プ

車
を
運
転
す
る
為
に
は
、
新
た
に
準
中

型
免
許
の
取
得
が
必
要
と
な
っ
た
。

　
都
留
市
消
防
団
に
貸
与
し
て
あ
る
消

防
ポ
ン
プ
車
全
47
台
の
う
ち
1
台
が
、

車
両
総
重
量
3
・
64
ト
ン
で
、
本
件
に

該
当
す
る
た
め
、
車
両
が
更
新
さ
れ
る

ま
で
の
間
に
つ
い
て
は
、
公
費
負
担
制

度
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
し

て
い
く
。

就
労
環
境
の
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
、
本
市
の
状
況
は
。

本
市
に
お
け
る
高
齢
者
の
就
業
支

援
状
況
に
つ
い
て
は
、
都
留
市
高

齢
者
継
続
雇
用
奨
励
金
支
給
要
綱
を
設

け
て
、
高
齢
者
の
就
業
支
援
に
努
め
て

い
る
。
こ
の
要
綱
で
は
、
原
則
と
し
て

65
歳
以
上
の
者
を
1
年
以
上
継
続
雇
用

し
た
事
業
主
に
対
し
、
雇
用
者
1
人
に

つ
き
年
間
12
万
円
を
支
給
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
留
か
ら
毎

月
最
新
の
求
人
情
報
の
提
供
を
受
け
、

そ
の
把
握
に
努
め
て
い
る
と
と
も
に
、

国
に
よ
る
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成

金
（
生
涯
現
役
コ
ー
ス
）
な
ど
の
周
知

を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
公
益
社
団
法

人
東
部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
た
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
前

年
度
と
比
較
し
て
就
業
延
人
員
が
13
・

5
％
、
契
約
金
額
が
7
％
伸
び
て
い
る

と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　
今
後
も
制
度
等
を
よ
り
一
層
企
業
に

周
知
し
て
い
く
と
と
も
に
、「
生
涯
活

躍
の
ま
ち
・
つ
る
」
事
業
と
連
携
す
る

な
ど
、
生
涯
に
渡
り
活
躍
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

小
学
校
で
は
、
体
力
や
理
解
力
な

ど
の
点
か
ら
教
職
員
と
保
護
者
向

け
に
救
急
救
命
講
習
会
を
実
施
し
て
い

る
。
中
学
校
で
は
、
学
習
指
導
要
領
に

「
実
習
を
と
お
し
て
応
急
手
当
が
で
き

る
よ
う
に
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
心
肺
蘇
生
法
と
併
せ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
仕
組
み
や
使
い
方
な
ど
保
健
体
育
の

授
業
で
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、Ａ
Ｅ
Ｄ

は
市
内
の
全
て
の
小
中
学
校
に
設
置
し

て
あ
る
。

　
教
職
員
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
救

急
救
命
講
習
会
の
実
施
状
況
は
、
各
学

校
に
よ
り
実
施
回
数
は
、
毎
年
ま
た
は

数
年
に
1
度
な
ど
様
々
で
あ
る
。

谷垣　喜一 議員

問答問答

問答

答

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
向
け
て
の

地
方
自
治
体
の
取
組
を
問
う

消
防
団
員
の
準
中
型
免
許
取
得
に

係
る
公
費
負
担
制
度
に
つ
い
て
問
う

都
留
市
企
業
立
地

支
援
を
問
う

高
齢
者
の
就
業

支
援
を
問
う

学
校
で
の
心
肺
蘇
生
教
育
の

普
及
推
進
及
び
突
然
死
ゼ
ロ

を
目
指
し
た
危
機
管
理
体
制

の
整
備
を
問
う
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も
制
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携
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。

小
学
校
で
は
、
体
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や
理
解
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ど
の
点
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教
職
員
と
保
護
者
向

け
に
救
急
救
命
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習
会
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し
て
い

る
。
中
学
校
で
は
、
学
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指
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要
領
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実
習
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と
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急
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で
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に
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、Ａ
Ｅ
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は
市
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全
て
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学
校
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し
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あ
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。

　
教
職
員
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
救

急
救
命
講
習
会
の
実
施
状
況
は
、
各
学

校
に
よ
り
実
施
回
数
は
、
毎
年
ま
た
は

数
年
に
1
度
な
ど
様
々
で
あ
る
。

谷垣　喜一 議員

問答問答

問答

答

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
向
け
て
の

地
方
自
治
体
の
取
組
を
問
う

消
防
団
員
の
準
中
型
免
許
取
得
に

係
る
公
費
負
担
制
度
に
つ
い
て
問
う

都
留
市
企
業
立
地

支
援
を
問
う

高
齢
者
の
就
業

支
援
を
問
う

学
校
で
の
心
肺
蘇
生
教
育
の

普
及
推
進
及
び
突
然
死
ゼ
ロ

を
目
指
し
た
危
機
管
理
体
制

の
整
備
を
問
う
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一 般 質 問
市政を問う！

本
年
10
月
か
ら
3
年
か
け
て
生
活

扶
助
費
が
最
大
約
5
％
減
額
、
生

活
保
護
世
帯
の
役
7
割
が
減
額
と
な

る
。
本
市
の
対
策
は
。

生
活
扶
助
費
は
、
要
保
護
者
の
年

齢
及
び
世
帯
構
成
に
よ
り
金
額
が

詳
細
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
一
概
に
増

減
の
判
断
は
で
き
な
い
が
、
単
身
世
帯

で
は
7
割
程
度
が
、
2
名
以
上
の
世
帯

で
は
2
割
程
度
が
減
額
の
見
込
み
と
な

る
。

　
そ
の
反
面
、
世
帯
構
成
に
よ
り
増
額

さ
れ
る
世
帯
の
金
額
の
増
加
率
も
高
い

た
め
、
本
市
と
し
て
の
生
活
扶
助
費
の

支
給
総
額
は
増
額
の
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
。

　
母
子
加
算
の
見
直
し
の
影
響
に
つ
い

て
は
、
子
供
の
数
が
2
名
ま
で
は
減
額

に
、
3
名
以
上
の
世
帯
は
増
額
と
な
る
。

　
児
童
養
育
費
加
算
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
見
直
し
後
は
高
校
生
ま
で
支
給
対

象
が
拡
大
し
、
一
人
当
た
り
一
律
1
万

円
の
支
給
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
本
市
の
生
活
保
護
の
保
護
率
に
つ
い

て
は
、
市
民
に
占
め
る
学
生
の
割
合
が

高
い
と
い
う
特
殊
事
情
が
あ
る
こ
と
か

ら
低
く
算
出
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
所

得
の
み
で
要
保
護
者
で
あ
る
か
は
判
断

で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
、
生
活
保
護
は

原
則
と
し
て
申
請
主
義
で
あ
る
た
め
、

申
請
し
て
な
い
方
の
所
得
や
資
産
を
確

認
し
、
保
護
を
認
否
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
実
質
的
な
数
値

の
算
出
は
難
し
い
が
、
生
活
に
困
窮
し

て
い
る
世
帯
が
必
要
な
支
援
を
受
け
ら

れ
る
体
制
の
構
築
は
重
要
と
考
え
る
。

本
市
に
お
け
る
県
と
の
連
携
の
現

況
は
。
ま
た
耐
震
化
の
阻
害
要
因

は
何
か
。

県
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
耐
震

化
へ
の
普
及
・
啓
発
と
耐
震
診
断
・

改
修
工
事
を
推
進
す
る
た
め
、
毎
年
、

県
職
員
・
建
築
士
会
と
協
力
し
個
別
訪

問
に
よ
る
耐
震
啓
発
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
の

実
施
や
、
県
職
員
に
よ
る
出
張
講
座
に

て
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
耐
震
改

修
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
県
と
連
携
す

る
な
か
で
、
設
計
費
用
の
補
助
の
追
加

及
び
子
育
て
世
帯
・
高
齢
者
等
世
帯
の

補
助
限
度
額
の
引
き
上
げ
の
拡
充
を

図
っ
て
き
て
い
る
。

　
耐
震
化
の
阻
害
要
因
と
し
て
は
、
建

築
物
の
所
有
者
に
対
し
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、「
費
用
負
担
が
大

き
い
」、「
本
人
が
高
齢
で
あ
り
後
継
ぎ

も
い
な
い
こ
と
か
ら
建
物
の
将
来
的
な

利
用
が
決
ま
っ
て
い
な
い
」
な
ど
で

あ
っ
た
。

　
耐
震
化
の
費
用
負
担
の
軽
減
の
た
め

国
や
県
と
連
携
を
強
化
す
る
な
か
で
、

耐
震
工
事
の
費
用
を
軽
減
す
る
工
法
の

普
及
及
び
補
助
額
の
拡
充
を
要
望
す
る

と
と
も
に
、
耐
震
改
修
促
進
税
制
な
ど

の
補
助
制
度
の
周
知
に
も
努
め
て
い

く
。

屋外拡声子局

板倉　保秋 議員

問答

問答

整
備
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

来
年
度
か
ら
の
工
事
実
施
に
向

け
、
今
年
度
は
、
電
波
の
届
く
範

囲
や
通
信
状
態
の
確
認
を
行
う

電
波
伝
搬
調
査
や
現
地
調
査
を

は
じ
め
と
し
た
実
施
設
計
業
務

を
委
託
し
て
お
り
、
間
も
な
く
、

こ
の
実
施
設
計
業
務
が
完
了
す

る
予
定
で
あ
る
。

防
災
行
政
無
線
設
置
箇
所

で
の
問
題
点
や
、
各
自
治

会
か
ら
の
問
題
点
な
ど
は
あ
る

か
。

防
災
行
政
無
線
設
置
箇
所

で
の
問
題
点
と
し
て
は
、

台
風
や
豪
雨
の
際
に
、
建
物
の

中
ま
で
放
送
が
聞
こ
え
づ
ら
い

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
防
災
ラ
ジ
オ
の
販

売
、
携
帯
電
話
へ
の
メ
ー
ル
配

信
な
ど
、
市
民
の
皆
様
が
確
実

な
情
報
を
即
座
に
入
手
で
き
る

よ
う
様
々
な
手
段
を
整
え
、
災

害
情
報
な
ど
の
伝
達
強
化
に
努

め
て
き
た
。

　
ま
た
、
自
治
会
か
ら
の
問
題
点
と
し

て
は
、
防
災
行
政
無
線
の
放
送
が
聞
こ

え
づ
ら
い
地
域
へ
の
対
応
要
望
が
挙
げ

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
屋

外
拡
声
子
局
を
設
置
す
る
こ
と
や
、
戸

別
受
信
機
を
貸
与
す
る
な
ど
の
対
応
に

よ
り
、
解
決
し
て
き
た
。

防
災
行
政
無
線
の
電
波
が
受
信
し

に
く
く
、
聞
こ
え
づ
ら
い
世
帯
は

何
世
帯
く
ら
い
あ
る
か
。

防
災
行
政
無
線
の
放
送
が
聞
こ
え

づ
ら
い
地
域
は
、
市
内
に
13
か
所

あ
り
、
世
帯
数
は
73
軒
で
あ
る
。

　
今
回
の
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

整
備
工
事
に
よ
り
、
新
た
な
屋
外
拡
声

子
局
を
2
局
追
加
設
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
2
か
所
、
17
軒
が
受
信
で
き
る
こ

と
に
な
る
。
残
り
の
聞
こ
え
づ
ら
い
地

域
の
世
帯
に
対
し
て
は
、
戸
別
受
信
機

の
貸
与
、
屋
外
拡
声
子
局
の
ス
ピ
ー

カ
ー
の
向
き
の
変
更
、メ
ー
ル
、フ
ァ
ッ

ク
ス
に
て
対
応
し
て
い
く
。

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
の

3
年
間
の
実
施
計
画
に
す
る
理
由

は
。

市
本
庁
舎
内
に
設
置
し
て
い
る
操

作
卓
や
屋
外
拡
声
子
局
な
ど
の
既

存
設
備
全
体
の
更
新
工
事
、
新
規
設
備

の
導
入
な
ど
、
契
約
か
ら
完
成
ま
で
2

年
近
く
の
工
期
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
3
年
間
に
か
け
て
工
事
を
実
施
す

る
。

総
事
業
費
と
そ
の
財
源
は
。

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

工
事
の
総
事
業
費
は
、
平
成
30
年

度
当
初
予
算
に
3
年
間
に
わ
た
る
「
継

続
費
」
と
し
て
9
億
9
千
9
2
0
万
5

千
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　
充
当
率
1
0
0
％
で
、
元
利
償
還
金

の
70
％
が
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る

「
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
」
を
活
用
し
、

事
業
を
進
め
て
い
く
。

日向　美徳  議員

問答問答

問

問

問 答答

耐
震
改
修
事
業
を

問
う

答

生
活
保
護
制
度
を
問
う

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

を
問
う
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及
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、
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の
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は
で
き
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が
、
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身
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で
は
7
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程
度
が
、
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以
上
の
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で
は
2
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が
減
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込
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そ
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る
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後
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生
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拡
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律
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支
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な
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で
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本
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の
生
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保
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の
保
護
率
に
つ
い

て
は
、
市
民
に
占
め
る
学
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の
割
合
が

高
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と
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こ
と
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問
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こ
と
に
よ

り
、
2
か
所
、
17
軒
が
受
信
で
き
る
こ

と
に
な
る
。
残
り
の
聞
こ
え
づ
ら
い
地

域
の
世
帯
に
対
し
て
は
、
戸
別
受
信
機

の
貸
与
、
屋
外
拡
声
子
局
の
ス
ピ
ー

カ
ー
の
向
き
の
変
更
、メ
ー
ル
、フ
ァ
ッ

ク
ス
に
て
対
応
し
て
い
く
。

平
成
30
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
の

3
年
間
の
実
施
計
画
に
す
る
理
由

は
。

市
本
庁
舎
内
に
設
置
し
て
い
る
操

作
卓
や
屋
外
拡
声
子
局
な
ど
の
既

存
設
備
全
体
の
更
新
工
事
、
新
規
設
備

の
導
入
な
ど
、
契
約
か
ら
完
成
ま
で
2

年
近
く
の
工
期
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
3
年
間
に
か
け
て
工
事
を
実
施
す

る
。

総
事
業
費
と
そ
の
財
源
は
。

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

工
事
の
総
事
業
費
は
、
平
成
30
年

度
当
初
予
算
に
3
年
間
に
わ
た
る
「
継

続
費
」
と
し
て
9
億
9
千
9
2
0
万
5

千
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　
充
当
率
1
0
0
％
で
、
元
利
償
還
金

の
70
％
が
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る

「
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
」
を
活
用
し
、

事
業
を
進
め
て
い
く
。

日向　美徳  議員

問答問答

問

問

問 答答

耐
震
改
修
事
業
を

問
う

答

生
活
保
護
制
度
を
問
う

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

を
問
う
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一 般 質 問
市政を問う！

環
境
省
は
「
災
害
時
に
お
け
る

ペ
ッ
ト
の
救
護
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
改
訂
し
た
が
、
同
行
避
難
等
に

つ
い
て
飼
い
主
へ
の
指
導
・
啓
発
は
。

熊
本
地
震
で
の
避
難
に
関
す
る
課

題
を
踏
ま
え
、
環
境
省
は
「
災
害

時
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
救
護
対
策
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
改
訂
し
た
「
人
と
ペ
ッ

ト
の
災
害
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策

定
し
た
。

　
主
な
改
訂
点
は
、
災
害
時
に
ペ
ッ
ト

が
は
ぐ
れ
な
い
よ
う
、
飼
い
主
に
「
同

行
避
難
」
を
要
請
し
、
他
人
に
迷
惑
が

掛
か
ら
な
い
飼
い
方
を
求
め
た
の
が
特

徴
で
、「『
同
行
』
が
避
難
所
の
居
住
ス

ペ
ー
ス
で
の
『
同
居
』
を
意
味
す
る
の

で
は
な
く
、
ペ
ッ
ト
専
用
の
ス
ペ
ー
ス

を
用
意
す
る
こ
と
」
な
ど
が
改
め
て
明

確
化
さ
れ
た
。
　

　
本
市
と
し
て
も
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
即
し
た
チ
ラ
シ
の
送
付
、
市
広
報
や

都
留
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
の
番
組
放
映
等
に
よ

り
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
市
の
防
災
訓
練
や
各
避
難

所
で
の
避
難
所
運
営
訓
練
に
ペ
ッ
ト
の

「
同
行
避
難
」
を
訓
練
項
目
に
盛
り
込

み
、
実
践
的
な
訓
練
の
実
施
に
よ
り
避

難
所
で
の
ペ
ッ
ト
対
策
の
強
化
に
努
め

て
い
く
。

貧
困
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考

え
る
か
。

国
民
生
活
基
礎
調
査
で
算
出
さ
れ

る
基
準
を
可
処
分
所
得
（
税
・
保

険
料
等
を
差
し
引
い
た
い
わ
ゆ
る
手
取

り
所
得
）
が
下
回
る
場
合
を
相
対
的
貧

困
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
食
べ
る
物
な
ど
、
生
き
て
い

く
う
え
で
最
低
限
必
要
な
も
の
を
確
保

で
き
な
い
状
況
を
絶
対
的
貧
困
と
い

い
、
こ
れ
ら
の
貧
困
に
対
し
て
は
生
活

保
護
の
制
度
、
あ
る
い
は
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
く
事
業
に
よ
り
支

援
を
し
て
い
る
。

教
育
現
場
で
の
貧
困
と
は
。

学
校
教
育
法
第
19
条
及
び
第
49
条

の
規
定
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
な
児
童
及
び
生
徒
の
保

護
者
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
育
現

場
に
お
い
て
は
就
学
援
助
を
受
給
し
て

い
る
要
保
護
・
準
要
保
護
世
帯
と
捉
え

て
い
る
。

ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
と
い
う

ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
者
は
、
貧
困
と

は
「
潜
在
能
力
を
実
現
す
る
権
利
の
は

く
奪
」
と
言
っ
て
い
る
。
教
育
現
場
で

子
ど
も
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
の
は
、
子
ど
も
を
貧
困
に

し
て
し
ま
う
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

教
育
現
場
に
お
い
て
は
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
は
経
済
的
な
支
援
が

必
要
な
場
合
を
想
定
し
て
お
り
、
子
ど

も
が
何
か
し
ら
の
潜
在
能
力
や
才
能
を

持
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
特
性
を

教
員
が
理
解
し
た
上
で
、
能
力
を
伸
ば

し
て
い
け
る
よ
う
な
指
導
に
努
め
て
い

る
。

　
そ
の
能
力
を
1
0
0
％
引
き
出
す
こ

と
が
理
想
で
は
あ
る
が
、
引
き
出
し
き

れ
な
い
場
合
を
も
っ
て
、
貧
困
に
し
て

し
ま
う
と
は
捉
え
て
い
な
い
。

委員会での協議の様子

まるたの森クリーンセンター

小澤　眞 議員

問

答

問答

問問答

小澤　眞 議員

子
ど
も
の
貧
困
に

つ
い
て
問
う

答

ペ
ッ
ト
の
災
害
時
の
避
難
に

つ
い
て
問
う

◎
議
会
報
告
会

　
市
内
全
9
地
区
で
6
月
定
例
会
後
か
ら

8
月
中
旬
に
実
施
し
た
。
行
政
に
関
す
る

意
見
を
市
長
に
、
議
会
に
関
す
る
意
見
を

議
長
に
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
た
。

◎
議
員
定
数
（
提
案
者
:
国
田
正
己
）

　
複
数
回
に
渡
り
多
く
の
議
論
が
行
わ
れ

た
。
提
案
理
由
と
し
て
、
人
口
減
な
ど
が

焦
点
に
な
っ
た
。
同
規
模
自
治
体
と
比
べ

て
も
都
留
市
は
先
進
事
例
の
1
つ
で
あ
る

事
、
都
留
市
の
人
口
は
未
だ
3
万
人
を
維

持
で
き
て
い
る
事
と
な
り
、
多
角
的
な
観

点
か
ら
今
後
も
継
続
し
て
審
議
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
の
判
断
。

◎
I
C
T
の
活
用
（
提
案
者
:
奥
秋
保
）

　
議
論
が
行
わ
れ
た
。
調
査
委
員
会
の
参

加
希
望
者
を
募
っ
た
が
、
提
案
者
を
含
む

参
加
希
望
者
が
な
か
っ
た
た
め
取
り
消

し
。

◎
議
場
で
の
パ
ネ
ル
使
用

　（
提
案
者
:
山
本
美
正
）

　
議
論
が
行
わ
れ
た
。
賛
成
反
対
多
く
の

意
見
が
で
た
が
、
よ
り
多
く
の
調
査
・
研

究
が
必
要
と
の
判
断
で
提
案
者
自
ら
一
時

取
り
下
げ
。

◎
会
派
会
則
条
例
制
定

　（
提
案
者
:
山
本
美
正
）

　
提
案
後
、
参
考
資
料
の
確
認
の
み
行
わ

れ
た
。
よ
り
多
く
の
調
査
・
研
究
が
必
要

と
の
判
断
で
提
案
者
自
ら
一
時
取
り
下
げ
。

 ◎
平
成
29
年
第
2
回
定
例
会

　
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、「
副
広
域
連
合
長
」
に
鳴

沢
村
長
の
小
林
氏
、「
監
査
委
員
」
と
し

て
早
川
町
の
望
月
議
員
を
選
任
し
た
件
に

つ
い
て
同
意
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
、
平
成

28
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
の
認

定
等
が
さ
れ
た
。

◎
平
成
30
年
第
1
回
定
例
会

　「
連
合
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
」「
個
人
情
報
保
護
条
例
」「
情
報
公

開
条
例
」
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
、「
平
成
29
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会

計
補
正
予
算
」「
平
成
30
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
予
算
」
が
可
決
さ
れ
た
。

◎
焼
却
施
設
基
幹
的
設
備
改
良
工
事

　
焼
却
施
設
の
公
害
防
止
・
延
命
対
策
の

た
め
、
平
成
29
年
度
よ
り
平
成
31
年
度
ま

で
の
3
年
間
の
継
続
費
を
設
定
し
、「
焼

却
施
設
基
幹
的
設
備
改
良
工
事
」
を
実
施

し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
進
捗
し
て
い
る
。

◎
初
狩
町
ご
み
焼
却
施
設
環
境
運
営
協
議

会
と
の
協
定
期
限
延
長

　
現
行
の
ご
み
処
理
施
設
「
ま
る
た
の
森

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
協
定
期
限
が
平

成
31
年
11
月
末
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

協
定
期
限
の
延
長
の
申
し
入
れ
を
行
い
、

度
重
な
る
説
明
会
等
を
行
っ
て
い
る
。

◎
田
野
倉
地
内
し
尿
処
理
施
設

　
現
在
の
し
尿
処
理
施
設
の
田
野
倉
地
区

環
境
整
備
協
議
会
と
の
協
定
期
間
は
平
成

30
年
度
末
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
協
議
会
に
対
し
組
合
長
か
ら
、
期

間
延
長
の
お
願
い
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
変
更
協
定
の
締
結
に
向
け
協
議
を
進

め
て
い
る
。

◎
山
梨
県
の
「
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
」

に
沿
っ
た
ご
み
処
理
の
集
約
化
に
つ
い
て

　
県
内
3
ブ
ロ
ッ
ク
の
内
、
B
ブ
ロ
ッ
ク

（
富
士
北
麓
・
東
部
地
域
）
を
除
く
2
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
1
ブ
ロ
ッ
ク
が
す
で
に
稼
働

し
、
残
り
は
集
約
に
向
け
た
基
本
合
意
書

の
締
結
に
至
っ
て
い
る
。
B
ブ
ロ
ッ
ク（
富

士
北
麓
・
東
部
地
域
）
は
、
県
の
計
画
上

で
は
最
終
的
に
1
施
設
へ
集
約
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
、
県

が
実
施
し
た
B
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
自
治
体
を

対
象
と
し
た
意
向
調
査
に
お
い
て
も
、
概

ね
同
様
な
結
果
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
現
在
、
B
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
部
署
に
よ
り

県
の
「
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
」
の
勉
強

会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◎
各
定
例
会

　
7
月
定
例
会
で
は
「
山
梨
県
東
部
広
域

連
合
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

及
び
山
梨
県
東
部
広
域
連
合
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
改
正
」
の

専
決
処
分
が
承
認
、「
山
梨
県
東
部
広
域

連
合
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
が
同

意
さ
れ
た
。
11
月
定
例
会
で
は
「
平
成
29

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」
が
可
決
、「
平

成
28
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
」
が

認
定
さ
れ
た
。
2
月
定
例
会
で
は
「
山
梨

県
東
部
広
域
連
合
職
員
給
与
条
例
改
正
」

の
専
決
処
分
が
承
認
、「
山
梨
県
東
部
広

域
連
合
大
鶴
楽
生
園
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
廃
止
」
及
び
「
平
成
30
年

度
一
般
会
計
予
算
」
が
可
決
さ
れ
た
。

議会・委員会 活 動 報 告
議
会
改
革
特
別
委
員
会

大
月
都
留
広
域
事
務
組
合
議
会

山
梨
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合

山
梨
県
東
部
広
域
連
合
議
会
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災
害
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ペ
ッ
ト
の
救
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対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
改
訂
し
た
が
、
同
行
避
難
等
に

つ
い
て
飼
い
主
へ
の
指
導
・
啓
発
は
。

熊
本
地
震
で
の
避
難
に
関
す
る
課

題
を
踏
ま
え
、
環
境
省
は
「
災
害

時
に
お
け
る
ペ
ッ
ト
の
救
護
対
策
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」
を
改
訂
し
た
「
人
と
ペ
ッ

ト
の
災
害
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策

定
し
た
。

　
主
な
改
訂
点
は
、
災
害
時
に
ペ
ッ
ト

が
は
ぐ
れ
な
い
よ
う
、
飼
い
主
に
「
同

行
避
難
」
を
要
請
し
、
他
人
に
迷
惑
が

掛
か
ら
な
い
飼
い
方
を
求
め
た
の
が
特

徴
で
、「『
同
行
』
が
避
難
所
の
居
住
ス

ペ
ー
ス
で
の
『
同
居
』
を
意
味
す
る
の

で
は
な
く
、
ペ
ッ
ト
専
用
の
ス
ペ
ー
ス

を
用
意
す
る
こ
と
」
な
ど
が
改
め
て
明

確
化
さ
れ
た
。
　

　
本
市
と
し
て
も
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
即
し
た
チ
ラ
シ
の
送
付
、
市
広
報
や

都
留
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
の
番
組
放
映
等
に
よ

り
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
市
の
防
災
訓
練
や
各
避
難

所
で
の
避
難
所
運
営
訓
練
に
ペ
ッ
ト
の

「
同
行
避
難
」
を
訓
練
項
目
に
盛
り
込

み
、
実
践
的
な
訓
練
の
実
施
に
よ
り
避

難
所
で
の
ペ
ッ
ト
対
策
の
強
化
に
努
め

て
い
く
。

貧
困
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
考

え
る
か
。

国
民
生
活
基
礎
調
査
で
算
出
さ
れ

る
基
準
を
可
処
分
所
得
（
税
・
保

険
料
等
を
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し
引
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た
い
わ
ゆ
る
手
取

り
所
得
）
が
下
回
る
場
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を
相
対
的
貧

困
と
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る
。

　
ま
た
、
食
べ
る
物
な
ど
、
生
き
て
い

く
う
え
で
最
低
限
必
要
な
も
の
を
確
保

で
き
な
い
状
況
を
絶
対
的
貧
困
と
い

い
、
こ
れ
ら
の
貧
困
に
対
し
て
は
生
活

保
護
の
制
度
、
あ
る
い
は
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
法
に
基
づ
く
事
業
に
よ
り
支

援
を
し
て
い
る
。

教
育
現
場
で
の
貧
困
と
は
。

学
校
教
育
法
第
19
条
及
び
第
49
条

の
規
定
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
な
児
童
及
び
生
徒
の
保

護
者
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
育
現

場
に
お
い
て
は
就
学
援
助
を
受
給
し
て

い
る
要
保
護
・
準
要
保
護
世
帯
と
捉
え

て
い
る
。

ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
と
い
う

ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
者
は
、
貧
困
と

は
「
潜
在
能
力
を
実
現
す
る
権
利
の
は

く
奪
」
と
言
っ
て
い
る
。
教
育
現
場
で

子
ど
も
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
の
は
、
子
ど
も
を
貧
困
に

し
て
し
ま
う
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

教
育
現
場
に
お
い
て
は
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
は
経
済
的
な
支
援
が

必
要
な
場
合
を
想
定
し
て
お
り
、
子
ど

も
が
何
か
し
ら
の
潜
在
能
力
や
才
能
を

持
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
特
性
を

教
員
が
理
解
し
た
上
で
、
能
力
を
伸
ば

し
て
い
け
る
よ
う
な
指
導
に
努
め
て
い

る
。

　
そ
の
能
力
を
1
0
0
％
引
き
出
す
こ

と
が
理
想
で
は
あ
る
が
、
引
き
出
し
き

れ
な
い
場
合
を
も
っ
て
、
貧
困
に
し
て

し
ま
う
と
は
捉
え
て
い
な
い
。

委員会での協議の様子

まるたの森クリーンセンター

小澤　眞 議員

問

答

問答

問問答

小澤　眞 議員

子
ど
も
の
貧
困
に

つ
い
て
問
う

答

ペ
ッ
ト
の
災
害
時
の
避
難
に

つ
い
て
問
う

◎
議
会
報
告
会

　
市
内
全
9
地
区
で
6
月
定
例
会
後
か
ら

8
月
中
旬
に
実
施
し
た
。
行
政
に
関
す
る

意
見
を
市
長
に
、
議
会
に
関
す
る
意
見
を

議
長
に
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
た
。

◎
議
員
定
数
（
提
案
者
:
国
田
正
己
）

　
複
数
回
に
渡
り
多
く
の
議
論
が
行
わ
れ

た
。
提
案
理
由
と
し
て
、
人
口
減
な
ど
が

焦
点
に
な
っ
た
。
同
規
模
自
治
体
と
比
べ

て
も
都
留
市
は
先
進
事
例
の
1
つ
で
あ
る

事
、
都
留
市
の
人
口
は
未
だ
3
万
人
を
維

持
で
き
て
い
る
事
と
な
り
、
多
角
的
な
観

点
か
ら
今
後
も
継
続
し
て
審
議
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
の
判
断
。

◎
I
C
T
の
活
用
（
提
案
者
:
奥
秋
保
）

　
議
論
が
行
わ
れ
た
。
調
査
委
員
会
の
参

加
希
望
者
を
募
っ
た
が
、
提
案
者
を
含
む

参
加
希
望
者
が
な
か
っ
た
た
め
取
り
消

し
。

◎
議
場
で
の
パ
ネ
ル
使
用

　（
提
案
者
:
山
本
美
正
）

　
議
論
が
行
わ
れ
た
。
賛
成
反
対
多
く
の

意
見
が
で
た
が
、
よ
り
多
く
の
調
査
・
研

究
が
必
要
と
の
判
断
で
提
案
者
自
ら
一
時

取
り
下
げ
。

◎
会
派
会
則
条
例
制
定

　（
提
案
者
:
山
本
美
正
）

　
提
案
後
、
参
考
資
料
の
確
認
の
み
行
わ

れ
た
。
よ
り
多
く
の
調
査
・
研
究
が
必
要

と
の
判
断
で
提
案
者
自
ら
一
時
取
り
下
げ
。

 ◎
平
成
29
年
第
2
回
定
例
会

　
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、「
副
広
域
連
合
長
」
に
鳴

沢
村
長
の
小
林
氏
、「
監
査
委
員
」
と
し

て
早
川
町
の
望
月
議
員
を
選
任
し
た
件
に

つ
い
て
同
意
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
、
平
成

28
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
の
認

定
等
が
さ
れ
た
。

◎
平
成
30
年
第
1
回
定
例
会

　「
連
合
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
」「
個
人
情
報
保
護
条
例
」「
情
報
公

開
条
例
」
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
、「
平
成
29
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会

計
補
正
予
算
」「
平
成
30
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
予
算
」
が
可
決
さ
れ
た
。

◎
焼
却
施
設
基
幹
的
設
備
改
良
工
事

　
焼
却
施
設
の
公
害
防
止
・
延
命
対
策
の

た
め
、
平
成
29
年
度
よ
り
平
成
31
年
度
ま

で
の
3
年
間
の
継
続
費
を
設
定
し
、「
焼

却
施
設
基
幹
的
設
備
改
良
工
事
」
を
実
施

し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
進
捗
し
て
い
る
。

◎
初
狩
町
ご
み
焼
却
施
設
環
境
運
営
協
議

会
と
の
協
定
期
限
延
長

　
現
行
の
ご
み
処
理
施
設
「
ま
る
た
の
森

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
協
定
期
限
が
平

成
31
年
11
月
末
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

協
定
期
限
の
延
長
の
申
し
入
れ
を
行
い
、

度
重
な
る
説
明
会
等
を
行
っ
て
い
る
。

◎
田
野
倉
地
内
し
尿
処
理
施
設

　
現
在
の
し
尿
処
理
施
設
の
田
野
倉
地
区

環
境
整
備
協
議
会
と
の
協
定
期
間
は
平
成

30
年
度
末
ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
協
議
会
に
対
し
組
合
長
か
ら
、
期

間
延
長
の
お
願
い
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
変
更
協
定
の
締
結
に
向
け
協
議
を
進

め
て
い
る
。

◎
山
梨
県
の
「
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
」

に
沿
っ
た
ご
み
処
理
の
集
約
化
に
つ
い
て

　
県
内
3
ブ
ロ
ッ
ク
の
内
、
B
ブ
ロ
ッ
ク

（
富
士
北
麓
・
東
部
地
域
）
を
除
く
2
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
1
ブ
ロ
ッ
ク
が
す
で
に
稼
働

し
、
残
り
は
集
約
に
向
け
た
基
本
合
意
書

の
締
結
に
至
っ
て
い
る
。
B
ブ
ロ
ッ
ク（
富

士
北
麓
・
東
部
地
域
）
は
、
県
の
計
画
上

で
は
最
終
的
に
1
施
設
へ
集
約
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
、
県

が
実
施
し
た
B
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
自
治
体
を

対
象
と
し
た
意
向
調
査
に
お
い
て
も
、
概

ね
同
様
な
結
果
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
現
在
、
B
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
部
署
に
よ
り

県
の
「
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
」
の
勉
強

会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◎
各
定
例
会

　
7
月
定
例
会
で
は
「
山
梨
県
東
部
広
域

連
合
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

及
び
山
梨
県
東
部
広
域
連
合
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
改
正
」
の

専
決
処
分
が
承
認
、「
山
梨
県
東
部
広
域

連
合
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
が
同

意
さ
れ
た
。
11
月
定
例
会
で
は
「
平
成
29

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」
が
可
決
、「
平

成
28
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
」
が

認
定
さ
れ
た
。
2
月
定
例
会
で
は
「
山
梨

県
東
部
広
域
連
合
職
員
給
与
条
例
改
正
」

の
専
決
処
分
が
承
認
、「
山
梨
県
東
部
広

域
連
合
大
鶴
楽
生
園
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
廃
止
」
及
び
「
平
成
30
年

度
一
般
会
計
予
算
」
が
可
決
さ
れ
た
。

議会・委員会 活 動 報 告
議
会
改
革
特
別
委
員
会

大
月
都
留
広
域
事
務
組
合
議
会

山
梨
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合

山
梨
県
東
部
広
域
連
合
議
会
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3月
定例会

　委員会では、
・地域交流拠点施設条例に規定する施設の使用料等につ
いて

・時間外勤務等による週休日への振り替え制度の取得状況
について

・本市における育児休業の取得状況について

・市民一人当たりの都市公園の敷地面積の現状と今後の算
出基準について

・現在計画している公共施設の改修について
・中山間地域総合整備事業における実施箇所と事業内容に
ついて、などの質疑があり、慎重に審査した結果、付託
議案の全てを原案可決としました。

　委員会では
・学校給食センター設置条例改正に伴い対象校の追加理由
と今後の計画について

・市内小中学校における無線ＬＡＮ環境構築工事に伴い、
無線ＬＡＮの使用可能範囲について

などの質疑があり、慎重に審査した結果、付託議案の全
てを原案可決としました。
　次に、請願第 1 号については「採択」すべきものとしま
した。

総務産業建設 常任委員会
3月14日午前10時から
委員長　天野　利夫　　副委員長 小林　健太

■審査した議案（付託議案）

都留市地域交流拠点施設条例制定の件
都留市職員給与条例中改正の件
都留市職員の退職手当に関する条例中改
正の件
都留市職員の育児休業等に関する条例中
改正の件
都留市個人情報保護条例中改正の件
都留市公立大学法人評価委員会条例中改
正の件

・議第 1 号
・議第 5 号
・議第 6 号

・議第 7 号

・議第 8 号
・議第 9 号

都留市企業立地支援条例中改正の件
都留市都市公園条例中改正の件
都留市営住宅条例中改正の件
都留市消防団員等公務災害補償条例中改
正の件
都留市手数料条例中改正の件
公立大学法人都留文科大学定款中変更の件
平成29年度都留市一般会計補正予算
(第6号)　

・議第17号
・議第18号
・議第19号
・議第20号

・議第21号
・議第26号
・議第41号

都留市地下水保全条例制定の件
都留市指定居宅介護支援等の事業の人員
及び運営に関する基準を定める条例制定
の件
都留市地域コミュニティセンター条例改
正の件
都留市国民健康保険条例中改正の件
都留市国民健康保険税条例中改正の件
都留市国民健康保険財政調整基金条例中
改正の件
都留市後期高齢者医療に関する条例中改
正の件
都留市税条例中改正の件
都留市介護保険条例中改正の件
都留市指定地域密着型サービス事業者等
の指定に関する基準を定める条例等中改
正の件

・議第 2 号
・議第 3 号

・議第 4 号

・議第10号
・議第11号
・議第12号

・議第13号

・議第14号
・議第15号
・議第16号

都留市学校給食センター設置条例中改正
の件
都留市公民館条例中改正の件
都留市民総合体育館条例中改正の件
都留市国民健康保険出産費資金貸付基金
条例及び都留市国民健康保険出産費資金
貸付事業条例廃止の件
平成 29年度都留市一般会計補正予算
(第 6号 )
平成 29年度都留市国民健康保険事業特
別会計補正予算 (第 2号 )
平成 29年度都留市病院事業会計補正予
算 (第 3号 )
子どもの歯科矯正に保険適用の拡充を求
める請願

・議第22号

・議第23号
・議第24号
・議第25号

・議第41号

・議第42号

・議第43号

・請願第1号

■審査した議案（付託議案）

社会厚生 常任委員会
3月14日午後1時30分から
委員長　奥秋　保　　副委員長　日向　美徳

各会議等における議員の欠席日数状況報告
（Ｈ29.4月～Ｈ30.3月）

小
林
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小
俣
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国
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小
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志
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　武
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本 　 会 　 議

常 任 委 員会

特 別 委 員 会

全 員協 議 会

議 員 研 修

委員会では、
・ふるさと応援寄附金など自主財源確保のための方策に
ついて
・生涯活躍のまち・つる事業における指定管理者への補
助金について
・単独型居住プロジェクトである下谷施設への移住希望
者の現状と家賃等の費用について
・障がい者等地域生活支援事業における自立した日常生
活と社会生活の本市の考えについて
・介護支援ボランティア制度の内容と健康ポイント制度
との関連について
・保育士の賃金等に対する処遇改善に向けた本市の考え
について
・ものづくり技術開発補助金の対象範囲と今後の予算拡
充について

・橋梁長寿命化修繕計画における進捗状況と今後の見通
しについて
・新学習指導要領における本市の外国語教育の現状と
ICT環境整備に対する本市の考えについて
・都留ロードレース大会の開催にかかる費用の内訳と参
加者増員のための方策について

　　その他多くの質疑があり、慎重に審査した結果、付
　託議案の全てを原案可決（議第27号及び議第31号に
　ついては起立採決）としました。 

予算特別 　委員会
3月15・16・19日午前10時から
委員長 藤江　喜美子　　副委員長 日向　美徳

■審査した議案（付託議案）

平成30年度都留市各会計予算
平成30年度都留市水道事業会計予算
平成30年度都留市病院事業会計予算

・議第39号
・議第40号

※議第 41号平成 29年度都留市一般会計補正予算 (第 6号 )は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。※志村武彦議員については、平成 29年11月13日就任のためそれ以降の状況となります。

・議第27号～議第38号

昨年開催された「第2回リニアと翔る都留ロードレース大会」

◆
3
月
1
日

　本
会
議

　
　
　
　
　
　（開
会
）

　◎
会
議
録
署
名
議
員
の

指
名

　◎
会
期
の
決
定

　◎
提
出
議
案
の
市
長
説

明
並
び
に
所
信
表
明

　◎
議
案
及
び
請
願
の

　
　委
員
会
付
託

◆
3
月
12
日

　本
会
議

　◎
一
般
質
問

◆
3
月
14
日

　
　総
務
産
業
建
設
常
任

委
員
会

　
　

 

社
会
厚
生
常
任
委
員
会

◆
3
月
15
日

　
　予
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つる市議会だより　1819　つる市議会だより

3月
定例会

　委員会では、
・地域交流拠点施設条例に規定する施設の使用料等につ
いて

・時間外勤務等による週休日への振り替え制度の取得状況
について

・本市における育児休業の取得状況について

・市民一人当たりの都市公園の敷地面積の現状と今後の算
出基準について

・現在計画している公共施設の改修について
・中山間地域総合整備事業における実施箇所と事業内容に
ついて、などの質疑があり、慎重に審査した結果、付託
議案の全てを原案可決としました。

　委員会では
・学校給食センター設置条例改正に伴い対象校の追加理由
と今後の計画について

・市内小中学校における無線ＬＡＮ環境構築工事に伴い、
無線ＬＡＮの使用可能範囲について

などの質疑があり、慎重に審査した結果、付託議案の全
てを原案可決としました。
　次に、請願第 1 号については「採択」すべきものとしま
した。

総務産業建設 常任委員会
3月14日午前10時から
委員長　天野　利夫　　副委員長 小林　健太

■審査した議案（付託議案）

都留市地域交流拠点施設条例制定の件
都留市職員給与条例中改正の件
都留市職員の退職手当に関する条例中改
正の件
都留市職員の育児休業等に関する条例中
改正の件
都留市個人情報保護条例中改正の件
都留市公立大学法人評価委員会条例中改
正の件

・議第 1 号
・議第 5 号
・議第 6 号

・議第 7 号

・議第 8 号
・議第 9 号

都留市企業立地支援条例中改正の件
都留市都市公園条例中改正の件
都留市営住宅条例中改正の件
都留市消防団員等公務災害補償条例中改
正の件
都留市手数料条例中改正の件
公立大学法人都留文科大学定款中変更の件
平成29年度都留市一般会計補正予算
(第6号)　

・議第17号
・議第18号
・議第19号
・議第20号

・議第21号
・議第26号
・議第41号

都留市地下水保全条例制定の件
都留市指定居宅介護支援等の事業の人員
及び運営に関する基準を定める条例制定
の件
都留市地域コミュニティセンター条例改
正の件
都留市国民健康保険条例中改正の件
都留市国民健康保険税条例中改正の件
都留市国民健康保険財政調整基金条例中
改正の件
都留市後期高齢者医療に関する条例中改
正の件
都留市税条例中改正の件
都留市介護保険条例中改正の件
都留市指定地域密着型サービス事業者等
の指定に関する基準を定める条例等中改
正の件

・議第 2 号
・議第 3 号

・議第 4 号

・議第10号
・議第11号
・議第12号

・議第13号

・議第14号
・議第15号
・議第16号

都留市学校給食センター設置条例中改正
の件
都留市公民館条例中改正の件
都留市民総合体育館条例中改正の件
都留市国民健康保険出産費資金貸付基金
条例及び都留市国民健康保険出産費資金
貸付事業条例廃止の件
平成 29年度都留市一般会計補正予算
(第 6号 )
平成 29年度都留市国民健康保険事業特
別会計補正予算 (第 2号 )
平成 29年度都留市病院事業会計補正予
算 (第 3号 )
子どもの歯科矯正に保険適用の拡充を求
める請願

・議第22号

・議第23号
・議第24号
・議第25号

・議第41号

・議第42号

・議第43号

・請願第1号

■審査した議案（付託議案）

社会厚生 常任委員会
3月14日午後1時30分から
委員長　奥秋　保　　副委員長　日向　美徳

各会議等における議員の欠席日数状況報告
（Ｈ29.4月～Ｈ30.3月）
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本 　 会 　 議

常 任 委 員会

特 別 委 員 会

全 員協 議 会

議 員 研 修

委員会では、
・ふるさと応援寄附金など自主財源確保のための方策に
ついて
・生涯活躍のまち・つる事業における指定管理者への補
助金について
・単独型居住プロジェクトである下谷施設への移住希望
者の現状と家賃等の費用について
・障がい者等地域生活支援事業における自立した日常生
活と社会生活の本市の考えについて
・介護支援ボランティア制度の内容と健康ポイント制度
との関連について
・保育士の賃金等に対する処遇改善に向けた本市の考え
について
・ものづくり技術開発補助金の対象範囲と今後の予算拡
充について

・橋梁長寿命化修繕計画における進捗状況と今後の見通
しについて
・新学習指導要領における本市の外国語教育の現状と
ICT環境整備に対する本市の考えについて
・都留ロードレース大会の開催にかかる費用の内訳と参
加者増員のための方策について

　　その他多くの質疑があり、慎重に審査した結果、付
　託議案の全てを原案可決（議第27号及び議第31号に
　ついては起立採決）としました。 

予算特別 　委員会
3月15・16・19日午前10時から
委員長 藤江　喜美子　　副委員長 日向　美徳

■審査した議案（付託議案）

平成30年度都留市各会計予算
平成30年度都留市水道事業会計予算
平成30年度都留市病院事業会計予算

・議第39号
・議第40号

※議第 41号平成 29年度都留市一般会計補正予算 (第 6号 )は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。※志村武彦議員については、平成 29年11月13日就任のためそれ以降の状況となります。

・議第27号～議第38号

昨年開催された「第2回リニアと翔る都留ロードレース大会」
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つる市議会だより　2021　つる市議会だより

○は賛成　×は反対　※議長は採決に加わりません。  

○は賛成　×は反対　※議長は採決に加わりません。  

市

　長

　提

　出

区

　分

議員名
議決

結果議案等名

議第1号　 都留市地域交流拠点施設条例 　
　　　　　 制定の件  

議第5号     都留市職員給与条例中改正の件
 
議第6号     都留市職員の退職手当に関する
　　　　　 条例中改正の件 
議第7号     都留市職員の育児休業等に関す
　　　　　 る条例中改正の件
議第8号     都留市個人情報保護条例中改正
　　　　　 の件  
議第9号　  都留市公立大学法人評価委員会
　　　　　 条例中改正の件   
議第10号　都留市国民健康保険条例中改正
　　　　　 の件  
議第11号   都留市国民健康保険税条例中改
　　　　　 正の件 

議第2号 　 都留市地下水保全条例制定の件 

議第3号     都留市指定居宅介護支援等の事業の人員及 
　　　　　　　び運営に関する基準を定める条例制定の件
議第4号     都留市地域コミュニティセンター  
　　　　　 条例改正の件 

議第13号   都留市後期高齢者医療に関する
　　　　　 条例中改正の件 

議第12号   都留市国民健康保険財政調整基
　　　　　 金条例中改正の件 

議第15号　都留市介護保険条例中改正の件
 

議第14号　都留市税条例中改正の件 
 

議第16号　都留市指定地域密着型サービス事業者等の指
　　　　　　　  定に関する基準を定める条例等中改正の件 
議第17号　都留市企業立地支援条例中改正
　　　　　 の件 
議第18号   都留市都市公園条例中改正の件 
 
議第19号   都留市営住宅条例中改正の件 
 
議第20号   都留市消防団員等公務災害補償
　　　　　 条例中改正の件 
議第21号   都留市手数料条例中改正の件 
 
議第22号   都留市学校給食センター設置条
　　　　　 例中改正の件 
議第23号   都留市公民館条例中改正の件 
 
議第24号   都留市民総合体育館条例中改正
　　　　　 の件  
議第25号    都留市国民健康保険出産費資金貸付基金条例及び都
　　　　　　　　  留市国民健康保険出産費資金貸付事業条例廃止の件
議第26号   公立大学法人都留文科大学定款
　　　　　 中変更の件  
議第27号   平成30年度都留市一般会計予算 
 
議第28号   平成30年度都留市国民健康保険 
　　　　　 事業特別会計予算 
議第29号   平成30年度都留市簡易水道事業
　　　　　 特別会計予算 
議第30号   平成30年度都留市下水道事業特
　　　　　 別会計予算 

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　×　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

（議員別賛否を含む）
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　分

議員名
議決

結果議案等名

議第31号　平成30年度都留市介護保険事業
　　　　　 特別会計予算 

議第35号　平成30年度都留市水頭外3恩賜林
　　　　　   保護財産区管理会特別会計予算  
議第36号　平成30年度都留市濁り沢外18恩賜林
　　　　　　 保護財産区管理会特別会計予算 
議第37号　平成30年度都留市板ケ沢外7恩賜林
　　　　　　保護財産区管理会特別会計予算
議第38号　平成30年度都留市盛里財産区特
　　　　　 別会計予算 
議第39号　平成30年度都留市水道事業会計
　　　　　 予算
議第40号　平成30年度都留市病院事業会計
　　　　　 予算
議第41号　平成29年度都留市一般会計補正
　　　　　 予算(第6号) 

議第32号　平成30年度都留市介護保険サー
　　　　　 ビス事業特別会計予算
議第33号　平成30年度都留市後期高齢者医
　　　　　 療特別会計予算
議第34号　平成30年度都留市桑代沢外17恩賜林
　　　　　　 保護財産区管理会特別会計予算

議第43号　平成29年度都留市病院事業会計
　　　　　 補正予算(第3号) 

議第42号　平成29年度都留市国民健康保険
　　　　　 事業特別会計補正予算(第2号) 

議第45号　教育委員会委員の任命について
　　　　　 同意を求める件  

議第44号　公立大学法人都留文科大学定款
　　　　　 中変更の件   

請願第1号  子どもの歯科矯正に保険適用の
　　　　　 拡充を求める請願
議員提出意見書案第1号   子どもの歯科矯正
に保険適用の拡充を求める意見書 

可決 ○　○　○　○　○　○　○　×　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

同意 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

採択 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

（議員別賛否を含む）

小
林

　歳
男

小
俣

　
　武

 

小
俣

　義
之

 

国
田

　正
己

 

谷
垣

　喜
一

鈴
木

　孝
昌

 

藤
本

　明
久

 

藤
江
喜
美
子

 

板
倉

　保
秋

 

小
澤

　
　眞

 

山
本

　美
正

 

奥
秋

　
　保

 

天
野

　利
夫

 

日
向

　美
徳

 

小
林

　健
太

志
村

　武
彦

 
　月定例会議 決 結 果3

子どもの歯科矯正に保険適用の拡充を求める意見書
議員提出意見書案第1号

　未来を担う子どもたちが、健やかで心豊かに成長するために心身の健康を保つことは、保護者や大人たちの願いである。
　子どもの歯や口腔の健康な状態を保持すること、発育期において適切な歯科矯正治療を受けられることは、顔の骨格や
身体の健康を良好な状態にするだけでなく、精神的安定や生活習慣の改善にも効果があるといえる。
　また、咀嚼や口腔機能を維持回復させることは、QOL（生活の質）の向上につながり、医療費の抑制にも寄与することが
「8020運動」等によって実証されている。
　これまでに、歯科矯正治療に係る療養の給付の対象は、その範囲の拡大や見直しがおこなわれてきており、現在は50の
疾患が保険適用とされている状況である。しかし、特定の疾患に該当しない場合が多く、保険適用外の治療のため、その費
用の負担が高額なことから診察にとどまり治療に踏み切れないケースも少なくない状況である。
　子どもの歯並びについては、学校検診の必要治療項目にも入れられていることが多く、その中で、勧告を受けても経済的
に困窮しているひとり親世帯や低所得世帯においては、保険適用に該当しない場合、矯正治療を断念している場合もあるの
が現状である。
　こうした現状をふまえ、子育て支援の観点からも、子どもたちの適正な歯科矯正治療を可能にするため、国において、保険
適用の拡充および必要な周知をおこない、保険適用に至らないケースにおいても、さらなる適用基準の拡充を検討すること
を求める。　
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。　　　　　　　　　　　平成30年3月23日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都留市議会議長　小俣　　武
　　　【提出先】　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣、文部科学大臣



つる市議会だより　2021　つる市議会だより

○は賛成　×は反対　※議長は採決に加わりません。  

○は賛成　×は反対　※議長は採決に加わりません。  

市

　長

　提

　出

区

　分

議員名
議決

結果議案等名

議第1号　 都留市地域交流拠点施設条例 　
　　　　　 制定の件  

議第5号     都留市職員給与条例中改正の件
 
議第6号     都留市職員の退職手当に関する
　　　　　 条例中改正の件 
議第7号     都留市職員の育児休業等に関す
　　　　　 る条例中改正の件
議第8号     都留市個人情報保護条例中改正
　　　　　 の件  
議第9号　  都留市公立大学法人評価委員会
　　　　　 条例中改正の件   
議第10号　都留市国民健康保険条例中改正
　　　　　 の件  
議第11号   都留市国民健康保険税条例中改
　　　　　 正の件 

議第2号 　 都留市地下水保全条例制定の件 

議第3号     都留市指定居宅介護支援等の事業の人員及 
　　　　　　　び運営に関する基準を定める条例制定の件
議第4号     都留市地域コミュニティセンター  
　　　　　 条例改正の件 

議第13号   都留市後期高齢者医療に関する
　　　　　 条例中改正の件 

議第12号   都留市国民健康保険財政調整基
　　　　　 金条例中改正の件 

議第15号　都留市介護保険条例中改正の件
 

議第14号　都留市税条例中改正の件 
 

議第16号　都留市指定地域密着型サービス事業者等の指
　　　　　　　  定に関する基準を定める条例等中改正の件 
議第17号　都留市企業立地支援条例中改正
　　　　　 の件 
議第18号   都留市都市公園条例中改正の件 
 
議第19号   都留市営住宅条例中改正の件 
 
議第20号   都留市消防団員等公務災害補償
　　　　　 条例中改正の件 
議第21号   都留市手数料条例中改正の件 
 
議第22号   都留市学校給食センター設置条
　　　　　 例中改正の件 
議第23号   都留市公民館条例中改正の件 
 
議第24号   都留市民総合体育館条例中改正
　　　　　 の件  
議第25号    都留市国民健康保険出産費資金貸付基金条例及び都
　　　　　　　　  留市国民健康保険出産費資金貸付事業条例廃止の件
議第26号   公立大学法人都留文科大学定款
　　　　　 中変更の件  
議第27号   平成30年度都留市一般会計予算 
 
議第28号   平成30年度都留市国民健康保険 
　　　　　 事業特別会計予算 
議第29号   平成30年度都留市簡易水道事業
　　　　　 特別会計予算 
議第30号   平成30年度都留市下水道事業特
　　　　　 別会計予算 

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　×　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

（議員別賛否を含む）

小
林

　歳
男

小
俣

　
　武

 

小
俣

　義
之

 

国
田

　正
己

 

谷
垣

　喜
一

鈴
木

　孝
昌

 

藤
本

　明
久

 

藤
江
喜
美
子

 

板
倉

　保
秋

 

小
澤

　
　眞

 

山
本

　美
正

 

奥
秋

　
　保

 

天
野

　利
夫

 

日
向

　美
徳

 

小
林

　健
太

志
村

　武
彦

 

市

　長

　提

　出

議
員
提
出

区

　分

議員名
議決

結果議案等名

議第31号　平成30年度都留市介護保険事業
　　　　　 特別会計予算 

議第35号　平成30年度都留市水頭外3恩賜林
　　　　　   保護財産区管理会特別会計予算  
議第36号　平成30年度都留市濁り沢外18恩賜林
　　　　　　 保護財産区管理会特別会計予算 
議第37号　平成30年度都留市板ケ沢外7恩賜林
　　　　　　保護財産区管理会特別会計予算
議第38号　平成30年度都留市盛里財産区特
　　　　　 別会計予算 
議第39号　平成30年度都留市水道事業会計
　　　　　 予算
議第40号　平成30年度都留市病院事業会計
　　　　　 予算
議第41号　平成29年度都留市一般会計補正
　　　　　 予算(第6号) 

議第32号　平成30年度都留市介護保険サー
　　　　　 ビス事業特別会計予算
議第33号　平成30年度都留市後期高齢者医
　　　　　 療特別会計予算
議第34号　平成30年度都留市桑代沢外17恩賜林
　　　　　　 保護財産区管理会特別会計予算

議第43号　平成29年度都留市病院事業会計
　　　　　 補正予算(第3号) 

議第42号　平成29年度都留市国民健康保険
　　　　　 事業特別会計補正予算(第2号) 

議第45号　教育委員会委員の任命について
　　　　　 同意を求める件  

議第44号　公立大学法人都留文科大学定款
　　　　　 中変更の件   

請願第1号  子どもの歯科矯正に保険適用の
　　　　　 拡充を求める請願
議員提出意見書案第1号   子どもの歯科矯正
に保険適用の拡充を求める意見書 

可決 ○　○　○　○　○　○　○　×　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

同意 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

採択 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　

（議員別賛否を含む）
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　月 定例会議決結果3

子どもの歯科矯正に保険適用の拡充を求める意見書
議員提出意見書案第1号

　未来を担う子どもたちが、健やかで心豊かに成長するために心身の健康を保つことは、保護者や大人たちの願いである。
　子どもの歯や口腔の健康な状態を保持すること、発育期において適切な歯科矯正治療を受けられることは、顔の骨格や
身体の健康を良好な状態にするだけでなく、精神的安定や生活習慣の改善にも効果があるといえる。
　また、咀嚼や口腔機能を維持回復させることは、QOL（生活の質）の向上につながり、医療費の抑制にも寄与することが
「8020運動」等によって実証されている。
　これまでに、歯科矯正治療に係る療養の給付の対象は、その範囲の拡大や見直しがおこなわれてきており、現在は50の
疾患が保険適用とされている状況である。しかし、特定の疾患に該当しない場合が多く、保険適用外の治療のため、その費
用の負担が高額なことから診察にとどまり治療に踏み切れないケースも少なくない状況である。
　子どもの歯並びについては、学校検診の必要治療項目にも入れられていることが多く、その中で、勧告を受けても経済的
に困窮しているひとり親世帯や低所得世帯においては、保険適用に該当しない場合、矯正治療を断念している場合もあるの
が現状である。
　こうした現状をふまえ、子育て支援の観点からも、子どもたちの適正な歯科矯正治療を可能にするため、国において、保険
適用の拡充および必要な周知をおこない、保険適用に至らないケースにおいても、さらなる適用基準の拡充を検討すること
を求める。　
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。　　　　　　　　　　　平成30年3月23日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都留市議会議長　小俣　　武
　　　【提出先】　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣、文部科学大臣
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1 月

2 月

3 月

議 会 日 誌

  4日（木）

  5日（金）

  7日（日）

  8日（月）

18日（木）

19日（金）

21日（日）

25日（木）

26日（金）

28日（日）

29日（月）

31日（水）

  5日（月）

  

  6日（火）

15日（木）

仕事始め式／新年互礼会

議会だより編集委員会（第１回）

議会改革特別委員会

第64回都留市成人式式典

平成30年都留市消防出初式

議会だより編集委員会（第2回）

新春賀詞交歓会

都留市校長会・教頭会新年互礼会

第16回市民俳句かるた大会

議会改革特別委員会

民生委員･児童委員協議会の新年互例会

老人クラブ連合会新年互例会

都留市道志会新年会

会津若松市議会行政視察

2常任委員会合同視察研修(～2/2)

全国高速自動車道市議会協議会第2回理

事会・定期総会

山梨県市議会議長会議員合同研修会（後期）

第33回山梨県市町村自治講演会

全国市議会議長会第104回評議員会

富士山火山噴火対策砂防事業促進期成

同盟会

16日（金）

18日（日）

20日（火）

21日（水）

22日（木）

23日（金）

24日（土）

27日（火）

  1日（木）

  9日（金）

10日（土）

12日（月）

14日（水）

15日（木）

16日（金）

19日（月）

22日（木）

23日（金）

26日（月）

27日（火）

第36回都留市社会福祉大会

公民館合同閉級式並びに公民館まつり

｢首都圏都留市会｣設立総会･懇親会

議会改革特別委員会

山梨県後期高齢者医療広域連合議会定例会

大月都留広域事務組合議会３月定例会

山梨県東部広域連合議会３月定例会

富士山の日フェスタ２０１８

第20回都留市男女共同参画推進フェス

ティバル｢社会で輝く女性になろう

～私のライフプランを見つめなおす～｣

◎議会運営委員会/◎全員協議会

◎3月定例会 開会

第37回ふるさと祭りおさらい会

都留市はつらつ鶴寿大学卒業式並びに

修了式

◎一般質問

◎総務産業建設常任委員会/

◎社会厚生常任委員会

◎予算特別委員会

◎予算特別委員会

◎予算特別委員会

都留文科大学卒業式・学位授与式

◎3月定例会 閉会

宝コミュニティセンター竣工式

都留市民生委員推薦会
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この議会だよりは、環境保護のため、
再生紙、大豆インクを使用しています。

編集委員会

昨年の議会報告会

　今年も6月定例会終了後から8月上旬にかけて、
市内9地区で都留市議会報告会を開催予定です。
より充実した内容となるよう、議会改革特別委員
会で協議・検討をしており、毎年手法などを変更し
ながら、市民の皆さまにわかりやすい報告ができ
るよう議員一同努めております。この機会にぜひ
行政、議会に対するご意見・ご質問・ご要望等もい
ただければ幸いです。皆さまのご参加をお待ちして
おります。

議会報告会のお知らせ

次期定例会及び請願提出について
6月定例会日程（予定）

●開　　会 6月 7 日（木）
●一般質問 6月18日（月）、19日（火）
●閉　　会 6月22日（金）
請願提出締切日（予定）●6月1日（金）
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